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• スレッド式のチャットサービス
• PC/スマホ × ブラウザ/アプリ に対応
• Peatix, YouTube概要欄から
以下のURLで招待しています

Discordで質疑応答・ディスカッション

https://discord.gg/fkwm75Qa
#2026オープンデータ最前線
チャンネルにご参加ください

https://discord.gg/fkwm75Qa


• 敬意と多様性の尊重： すべての参加者に礼儀をもって接し、多様な
意見を受け入れましょう。

• プロフェッショナリズム： 適切で敬意のある言葉遣いを心がけま
しょう。

• イベント参加： 積極的に参加し、他の参加者に敬意をもって交流し
ましょう。

• テクノロジーの使用： デバイスはマナーモードに設定し、他の参加
者が不快に感じる撮影や公開は控えましょう。

• ネットワーキング： 相手のペースを尊重し、心地よいコミュニケー
ションを心がけましょう。

• 問題の報告： 不適切な行為があれば主催者に報告してください。

参加者の規範



• 午前： 特に技術要素が大きい発表を中心に
• 午後： 地域・事業者・政策なども含む総合的な発表

• 例年、終了時間が押してしまうので･･･

今年の試み： 午前・午後の2部制を導入



GTFS形式による公共交通オープンデータ

• 世界で広く使われる形式（GTFS-JPも同等）
• 乗換案内に必要な情報（バス停・駅＋路線＋時刻表＋運賃）をまとめて格納

したファイル形式
• リアルタイム情報を表すGTFS-RT

バス停/駅+路線 時刻 運賃





公共交通オープンデータのインパクト

利用者の利便性 都市・地域の交通政策 国（運輸局）の業務効率化

交通事業者 自身の
業務効率化・高度化

加藤博和先生資料
http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kurashi1810-HirokazuKato-l.pdf
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• 「アイデアと情熱はあるがプログラミングは難しい」という人
がAIの支援でプロダクト・サービスを開発
– 交通事業者の人が自身でサービスを開発
– 誰よりも現場や地域をよく知る人が自らデータ分析

• 共通型式でオープンだからAIの支援を得やすい
– ノウハウが世界で共通であり、AIが誤りの無いコードを自動生成しやすい
– AIにデータを送信しても問題がない

2026年： AIによって
オープンデータのインパクトが更に高まる

オープンデータが真の意味であらゆる人の武器に



GTFS最優秀賞
• 清水怜一郎「迷わないバスナビ」
GTFS奨励賞
• チームBusStopOita「GTFSを
使ったバス停留所案内の多言語対
応の推進」

• 12件のGTFS関係の応募作品を協
会にて審査

アーバンデータチャレンジ2025: GTFS特別賞

https://urbandata-challenge.jp/news/udc2025prize
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公共交通オープンデータチャレンジ2025
– powered by Project LINKS

• コンテスト用データの一
部としてGTFSデータリポ
ジトリのデータを提供
– GTFSデータリポジトリを運営

する一般社団法人社会基盤情報
流通推進協議会（AIGID）が共
催として参画

• 以前の受賞者は知り合い
ばかりだったけど･･･



「データを使う」がみんなの
ものになった時代の最新技術
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